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軽水炉/MOX 由来の高レベル廃棄物処分に関して，燃料製造に始まる多様なサイクル条件の組合せが地層処

分に及ぼす影響を廃棄体の発熱特性に着目し,燃料製造及び処分に至るプロセスの関連性に基づいて,処分

場での負荷低減とサイクル条件最適化に関する評価手法を考察した． 
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1. 緒言 MOX 燃料由来のガラス固化体(MOX ガラス固化体)は MA 核種，その中でも Am-241 による発熱への

寄与が顕著となり，地層処分場の緩衝材の温度は，ガラス固化体埋設後数百年後に最高値に達する可能性

がある．廃棄物の発熱量増加は処分場面積という物量の視点での負荷を増加させる．一方，負荷の定量的

な評価には比較対象とする基準点を持つことが必要である．本研究では MOX ガラス固化体について，廃棄

物含有率，ガラス固化体 1 本当りの処分場専有面積，及び使用済燃料冷却期間に着目し，発熱量に起因す

る MOX 燃料特有の熱負荷の分析から，評価における標準形の在り方について考察を行った． 

2. 負荷の評価 MOX 燃料の燃焼度を 45GWd/tHM として，①ガラス固化体の廃棄物含有率を 21wt%から 11～

12wt%程度まで低下，②ガラス固化体１体当り処分場専有面積を 44.4m2から 150m2まで拡大，③MOX 使用済

燃料の冷却期間を 4 年から 100 年程度まで延長，の３つの条件設定の下で，前報(15)と同様の手法で計算

を行い埋設時の緩衝材の温度上昇の時間変化を比較した．処分場概念は UO2燃料由来ガラス固化体と同様，

地下 1,000m 花崗岩，竪置きとした． 

3. 結果および考察 MOX ガラス固化体の製造条件を UO2ガラス固化体と同様の 1.25 本/tHM とした場合，MA

核種の発熱特性が顕著に現れ，埋設後数百年で緩衝材は最高温度に達するが，使用済燃料の冷却期間が短

い方が最高温度は低くなる．緩衝材最高温度が 100℃を下回る条件に着目して，UO2ガラス固化体 1 本当り

の専有面積と同様の 44.4m2に埋設した場合を比較すると使用済燃料冷却期間が長期化しても所定の処分場

に埋設可能であるが，ガラス固化体発生量が増

加し廃棄物含有率が低下した．図１に筆者らが

導入した CAERA 指標(処分場単位面積当りの酸

化物換算廃棄物重量)[1][2]によるUO2ガラス固

化体との比較を示す．MOX ガラス固化体の埋設

では，発熱特性に着目した負荷低減効果の評価

が必要であり，サイクル条件を分野横断的に俯

瞰した MOX ガラス固化体の標準形を設定するこ

とが望ましい．その為にはサイクル条件の考慮

範囲とその値の組合せに関する検討が不可欠と

なる．その際，MA 核種の分離効果と MOX/UO2燃

料由来高レベル廃液の混合の考慮[3]は MOXガラ

ス固化体の負荷評価における大きな特徴になる 

と考えられる． 
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図１ MOX ガラス固化体の地層処分における 

CAERA 指標の値と緩衝材最高温度の関係 
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